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　る ．

　　しか し 強い て speculation を 行 え ば ，わ れわ れ の 実験

条件下で ，pro∈ strous 期 の LH 分泌 に もとつ く卵巣か らの

estrogen 分泌が 逆 に 下垂体に f乍用 して ，外来性 の LH −RH

に 対す る 反応性 に 影 響を 与 え た の か も知 れ な い と思 わ れ

る．

　 質 問　　　　　　　　　　 （新潟大 ）布 Jll　 修

　 大変興味あ る 成績 を お きぎ し て 参考に な りま した ．

　 腟開 口前後の LH −RH に 対す る Resp。nse の 成績を も

しお持ちで した らお 教 え 下 さい ．

　 質問　　　　　　　　　　　（愛媛大）杉並　　洋

　 酵素抗体法 に よ る組織染色時に ，Lactation 時 ，妊娠

時 に は 被染 色 細 胞 の 数 に 減少が み と め られ た が ，
こ れは

Gonadotroph の 減少と発表 され た が ，　 G ・ nadotroph の 数

に 減少は な く ， 反応物質 （Gonad ・ tropin 顆粒）の 減少 と

考 え るべ き で な い の か ？

　応答　　　　　　　　　　　（大阪大）吉馴　茂子

　 1． 成熟 ラ ッ トの 採血 時間一午後2 時

　 2．腟開 Pl期 の デ ーターまだ 持 つ て い ない ．

　3． エ ス ト ロ ジ ェ ン
，

プ 卩 ゲ ス テ ロ ン と LH −RH 反応

性一
し て い ない ．

　 4． g
’
onaClotroph 一酵素抗体法 に ょ る 陽性細胞 は 妊娠 ，

産褥期 に は少な い ．

　5． estrous 期に 反応性 の 高 い 事 に 対 す る 見解
一

共同

研究者　上 田代弁

　58．下垂 体前葉 に お ける Gonadotropin 調 節 に つ い

て の 検討

　　　 （東北大）

　　　　　　　服 部　　浩 ， 星 合　　災，吉 旧　　威

　　　　　　　平 野 　睦 男 ， 高橋　克幸，鈴木　雅洲

　LH −RH の 下 垂体前葉に お げ る作 用機序を研究す る為

に ・合成 LH −RH 投与後 の ラ ッ ト 下垂 体前葉 中 の cyclic

AMP 濃度 の 経 時的変化，
3H −uridine 　uptake の 経時的変

化 ，
cyclic　AMP とRNA 合成，　LH −RH に よ る LH 放

出 と合 成に つ い て 検討 した ．

　 ウ ィ ス タ
ー一
系雌 ラ ッ ト 約 200g を 去勢後， 3週間 で

progesterene，　estrogen で 前処 置 を 行い ，合成 LH −RH

ユOGng静注 し，経時的 に 断頭 し，下垂体前葉中 の cyclic

AMP 濃度を経時的に 測定す る とともに，同様 に 合成

LH −RH 　100ng 静注後 ，経時的 に 断頭 した
’
下垂 体前葉 に

3H −uridine 　 1 μCi 加 え ，
　incubation した ．　 cyclic 　AMP

濃度は ，LH −RH 投与後 ， 15分 で peak に達し ， そ の

値は contro1 の 約 2 倍の 値を 示 した ．
3H −uridine 　uptake

811

は ， 工5分 か ら上昇 し ，
30分で peak に 達し ， そ の 値は ，

control の 約 5 倍 に な り ， 60分後 に は control 値 に も ど

つ た ．

　 こ の
3H −urldlne 　uptake が RNA 分画 へ の もの で あ る

か 否 か を倹討す る為 に medium 中に Actin。mycin 　D を

加え
3H ・uridine　 uptake を比較す る と，Actinomycln　D

非添 加 群に 比 べ る と
SH −uridine 　uptake は 約

1
偏こ擁 え ら

れ た 。こ れに よ り
3H −uridine 　 uptake は ，大部分 RNA

分画 へ の もの で あつ た ．

　 dibutyryl　 cyclic 　 AMP と 下聽体前葉を 工5分，30分，

　120分， 240分 incubati・ n した と こ ろ ，　 medium 中の

LH は 有意に 増加 した が ，　 RNA 合成 は 促進 さ れなか つ

た ．

　 in　vitro で LH −RH 　10ng〆ml 加 え ， 下垂体 舸葉 と 2 時

間の incubat 三〇n を行つ た が
，
　 L　H の medium 中 と F垂体

前葉中に ふ くまれ る 量 の 統計は，control に 比べ ，有意に

多く LH −RH に LH 合 成 作用 の あ る こ とが認め られ た ．

　 質 問　　　　　　　　　　
1
（大阪大）尾崎　公 己

　 LH −RH 投与後 ， 非常に 早期 の RNA 合成 の 量 的 な 増

加 を示 された が ，そ の RNA は 質的に は どん な種類 の も

の で す か ．

　応答　　　　　　　　　　　（東北大）服 部　　浩

　 RNA の 質的な検討は ， して お りませ ん が，比 較的

早 い 期間 の RNA 合 成 な の で ，
　 m −RNA と考 え て お りま

す ．

　質 問　　　　　　　　　　（束京歯科大）牧野 　恒久

　 ホ ル モ ン （LH −RF ）が adenyl 　 cyclase ．cyclic 　 AMP

を介 して作用す る と仮定す る 易合 ，Sutherland の 4 つ の

criteria を満足 させ る こ とが 必 要だ が ， 他 の 3 つ の criteria

に 対す る 御倹討は され て い る か ．？

　応 答　　　　　　　　　　 （東北大 ｝ 吉 田　　威

　放出と cyclic 　AMP の 関係に つ い て は ，確 か に 先 生 の

よ うに 4 つ の criteria を 満 た す実験 を すべ きで すが ，本

研究は RNA 合 成促進 と い う点に 主 眠 を お い た の で ，そ

の 点 に つ い て は
．
卜分な検討を行つ て い な

1．・．

　59・LH ・RH 投与 形 式 に よ る 下 垂 体 卵 巣系の 反 応 に つ

い て

　　　 （東京医歯大）

　　　　　　　矢追　良正 ，下 地 　祥 隆 ，熊坂　高弘

　　　　　　　大 蔵 　健義 ，木戸 　　豊，斉藤　　幹

　　　　　　　　　　　 （都 立 墨田産院）中島　秀品

　LH −RH に 対す る 下 垂 体前葉 の LH ，　 FSH
， 卵巣 の

ESTROGEN 放出 パ タ ーソ は種 々 の 内分泌学的要因 に よ
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